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三
月
十
一
日
の
午
後
二
時
四
十
六
分
、
国
内
観
測
史
上
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド 

九
．
〇
の
巨
大
地
震
を
何
処
で
体
感
し
ま
し
た
か
？ 

あ
れ
か
ら
一
週
間
が
過
ぎ
、
二
週
間
が
過
ぎ
、
三
週
間
が
経
過
し
・
・
・
。 

多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
行
方
不
明
の
方
も
多
く
、
家
を
津
波
で
流
さ
れ
、

多
く
の
思
い
出
と
と
も
に
大
切
な
も
の
を
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
事
を
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。 

ま
た
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
多
く
の
避
難
者
の
や
り
き
れ
な
い
思
い
も 

毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
「
い
つ
ま
で
」
と
い
う
約
束
の
な
い
報
道
に
不
安
を
お
ぼ

え
ま
す
。
当
初
は
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
不
足
、
電
池
、
牛
乳
、
パ
ン
、
米
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
が
商
店
の
棚
か
ら
消
え
、
今
で
も
納
豆
や
ヨ

ー
グ
ル
ト
が
ま
っ
た
く
消
え
て
い
ま
す
。
水
も
あ
ま
り
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。 

余
計
に
は
買
わ
な
い
・
・
・
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
仙
台
に
い
る
親
戚
と
の
連

絡
で
現
地
の
状
況
は
、
そ
れ
以
上
に
食
品
は
も
ち
ろ
ん
日
用
品
は
手
に
入
ら
な

い
・
・
・
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。 

前
橋
で
も
余
震
が
続
い
て
い
て
、
精
神
的
な
疲
労
か
ら
「
め
ま
い
」
を
感
じ
る
人
、 

安
眠
出
来
な
く
な
っ
た
・
・
・
と
い
う
声
も
多
く
聞
き
ま
す
。 

計
画
停
電
、
列
車
の
本
数
の
減
少
で
行
動
範
囲
に
制
限
が
出
来
、
そ
の
影
響
は
ま

だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
す
。
不
安
定
な
気
持
ち
を
元
の
状
態
に
戻
さ
な
く
て

は
・
・
・
・
・
・
と
思
い
ま
す
が
、
被
災
者
の
方
々
の
心
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。 

テ
レ
ビ
で
は
、
毎
日
毎
日
「
自
分
に
出
来
る
こ
と
」「「
や
さ
し
さ
」「
日
本
・
・
」

と
繰
り
返
し
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
自
分
に
出
来
る
事
を
見
つ
け
て
、
一

つ
で
も
実
行
し
て
い
く
し
か
な
い
で
す
ね
。 

  

ノ
イ
エ
ス
朝
日
に
最
近
来
廊
さ
れ
た
方
は
、
す
で
に
ご
存
知
で
し
ょ
う
が
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
を
過
ぎ
て
受
付
の
部
分
が
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。 

朝
日
印
刷
で
出
版
さ
れ
た
方
々
の
画
集
、
詩
集
、
句
集
、
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど

が
並
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
販
売
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
芸
術
新
潮
」「
美
術
手
帖
」
が
定
期
で
置
い
て
あ
り
、
自
由
に
閲
覧
出
来

る
美
術
関
係
書
籍
も
並
ん
で
い
ま
す
。
展
覧
会
を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
現
在
の

美
術
の
状
況
な
ど
の
知
識
も
楽
し
ん
で
下
さ
い
。 

県
内
イ
ヴ
ェ
ン
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
展
覧
会
案
内
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。 

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
音
楽
や
美
術
、
映
画
と
足
を
運
ぶ
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
に
出
来
る
事
を
少
し
で
も
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
武
藤
） 

〈
ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
展
覧
会
〉 

 

ニ
ッ
ト
ソ
ー
イ
ン
グ
真 

春
の
作
品
展 

 

四
月
十
二
日
（
火
）
午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
六
時 

四
月
十
三
日
（
水
）
午
前
十
時
〜
午
後
六
時 

四
月
十
四
日
（
木
）
午
前
十
時
〜
午
後
三
時 

＊
体
験
予
約
・
問
い
合
わ
せ 
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第
１４
回 

樺
澤
健
治 

作
陶
展 

 

四
月
二
十
三
日
（
土
）
〜
四
月
二
十
九
日
（
金
） 

午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
七
時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
） 

連
絡
先 

樺
澤 
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ノ
イ
エ
ス
講
座 

本
間
教
室
の
ご
案
内 

「
量
子
力
学
―
極
限
の
世
界
を
律
す
る
も
の
」 

 

講
師 

 

本
間
重
雄
先
生 

 

日
時 

四
月
二
十
日
（
水
）
午
後
二
時
〜 

会
場 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１ 

聴
講
料 

一
〇
〇
〇
円
（
ド
リ
ン
ク
付
） 

＊
申
し
込
み
は
、
展
覧
会
期
中
に
お
電
話
下
さ
い
。 
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＊
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
休
廊
し
て
い
ま
す
。 

  

大
西
靖
子
木
版
画
展 
〈
ノ
イ
エ
ス
企
画
〉 

五
月
十
四
日
（
土
）
〜
五
月
二
十
二
日
（
日
） 

午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

ノ
イ
エ
ス
朝
日 

ス
ペ
ー
ス
１
・
２ 

＊
作
家
在
廊
日 

五
月
十
四
日
（
土
）･

十
五
日
（
日
） 

 

「
記
憶
の
風
景
」
「
夢
の
旅
」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、
大
西
作
品 

の
温
か
な
色
調
と
不
思
議
な
空
間
を
表
現
す
る
木
版
画
の
数
々
を 

お
楽
し
み
下
さ
い
。 

 

ノ
イ
エ
ス
朝
日
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム 

  

余
震
続
き
で
夜
に
な
る
と
何
も
し
た
く
な
く
な
る
・
・
・
数
日
が

過
ぎ
て
そ
ろ
そ
ろ
腰
を
上
げ
な
く
て
は
・
・
・
と
思
い
、
久
し
ぶ
り

に
農
家
の
お
ば
さ
ん
が
数
人
で
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
所
で

「
味
噌
作
り
」
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

大
豆
二
．
五
キ
ロ
と
麹
二
．
五
キ
ロ
と
粗
塩
一
キ
ロ
で
・
・
・
。 

大
豆
は
一
晩
水
に
浸
け
て
、
親
指
と
小
指
で
つ
ぶ
れ
る
く
ら
い
に
煮

て
か
ら
細
か
く
機
械
で
つ
ぶ
し
て
お
き
ま
す
。
麹
は
手
で
砕
い
て
お

き
、
そ
れ
に
一
キ
ロ
弱
の
粗
塩
を
混
ぜ
ま
す
。
混
ざ
っ
た
ら
大
豆
と

一
緒
に
桶
で
ま
ん
べ
ん
な
く
混
ぜ
ま
す
。 

樽
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
入
れ
焼
酎
で
消
毒
し
、
少
し
と
っ
て
お
い
た
粗

塩
を
パ
ラ
パ
ラ
と
入
れ
、
両
手
で
ボ
ー
ル
の
形
に
し
た
味
噌
の
塊
を

樽
の
中
に
め
が
け
て
叩
き
入
れ
ま
す
。
全
部
入
れ
終
わ
っ
た
ら
残
り

の
粗
塩
を
パ
ラ
パ
ラ
と
入
れ
て
ビ
ニ
ー
ル
で
し
っ
か
り
密
閉
し
て
、

重
し
を
し
て
蓋
を
し
ま
す
。
米
袋
（
紙
）
で
被
い
七
ヵ
月
位
お
休
み
。 

（
中
で
は
元
気
に
熟
成
し
て
い
る
の
で
す
が
・
・
・
） 

十
月
頃
に
は
手
作
り
味
噌
の
出
来
上
が
り
。
毎
日
美
味
し
い
味
噌
汁

が
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

味
噌
作
り
は
、
ノ
イ
エ
ス
に
来
ら
れ
る
方
の
中
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
前

か
ら
作
っ
て
い
る
・
・
・
と
か
、
母
が
作
っ
て
い
た
・
・
・
と
か
、

実
家
で
作
っ
て
い
る
・
・
・
と
か
聞
く
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、 

町
の
子
に
は
、
と
っ
て
も
珍
し
い
作
業
で
す
。 

数
日
前
に
も
本
屋
さ
ん
で
「
味
噌
汁
三
六
五
日
」
？
の
よ
う
な
本
を

買
っ
て
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
味
噌
汁
で
は
な
く
汁
物
だ
っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。一
頁
に
お
椀
に
入
っ
た
汁
物
の
写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

震
災
で
避
難
所
の
炊
き
出
し
で
温
か
い
汁
物
を
い
た
だ
い
て
い
る

人
々
の
ホ
ッ
と
し
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

温
か
い
塩
む
す
び
、
温
か
い
味
噌
汁
・
・
・
。
極
上
の
食
事
で
す
。 

来
年
は
、
農
家
の
お
ば
さ
ん
に
白
菜
漬
け
を
教
え
て
も
ら
お
う
か
な

あ
・
・
・
・
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ら
は
「
国
府
の
白
菜
」

で
有
名
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
一
汁
一
菜
・
・
・
・
・
。 

シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ
を
見
直
す
時
期
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

  


